
学校関係者評価

評価項目と具体的取組 評価指標 達成度判断基準 取組の状況
達成
状況

学校関係者評価者による意見

〈企画・学年主任会議の活用〉 【満足度指標】 課題の検討・成果が十分である

A：１００％

B：９０％以上

C：８０％以上

D：８０％未満

〈いじめ・不登校対応〉 【成果指標】 把握し対応できている

A：１００％

B：９０％以上

C：８０％以上

D：８０％未満

〈危機管理〉 【成果指標】 質的に向上し,適切な対応である

A：１００％

B：９０％以上

C：８０％以上

D：８０％未満

〈エコスクール〉 【成果指標】 積極的に行い，成果がある

A：１００％

B：９０％以上

C：８０％以上

D：８０％未満

〈授業力向上〉 【努力指標】 授業力が向上している

A：１００％

B：９０％以上

C：８０％以上

D：８０％未満

〈学力の検証〉 【成果指標】 定着の割合が

A：９０％以上

B：８０％以上

C：７０％以上

D：７０％未満

〈児童の学習意欲の向上〉 【努力指標】 学びの姿勢が身に付き意欲が向上した

A：９０％以上

B：８０％以上

C：７０％以上

D：７０％未満

〈家庭学習〉 【努力指標】 習慣化し,学力につながった

A：９０％以上

B：８０％以上

C：７０％以上

D：７０％未満

職員会議の削減の中で
各部・各学年の取組や
状況の把握と課題・方
策の検討のもと，行き
届いた実践がなされ
る。

避難訓練や毎月の安全
点検の実施により，防
災と安全への意識向上
を図る。また緊急時の
対応を迅速かつ的確に
行う。

学び合う授業やスキル
タイムを通してわかる
ことの喜びや学ぶ楽し
さを知る。
　　【学びの指針６
条】

家庭学習への取
組が習慣化し，
意識の向上や成
果につながって
いる。

（様式５）

各担当・各学年におい
て環境教育を実践し，
保全活動には高い意識
をもって取り組み，環
境保護に寄与する。

学校研究を核として算
数科を中心に授業改善
に努め、授業力向上を
図る。
 【学びの指針１１条】

自　　己　　評　　価

　パワーアッププリントや
学力向上アプローチプリ
ント、活用問題のテスト等
を実施し解説を行ったり、
正答率の低い問題の練習
をして定着できるようにし
ている。算数の学期末テス
トと数学的な考え方を図る
テストの全学年平均が
87.3点。

いじめ・不登校の情報
が教職員間で共有さ
れ、いじめ問題対策委
員会やスクールカウン
セラーとの連携が効果
的になされる。

企画・学年主任
会議の中で各
部・各学年の課
題や方策が十分
に検討され成果
をあげる。

児童の実態が共
通理解され、対
応が確実にされ
る。

安全教育および
管理の質的向上
があり，防災訓
練も迅速・的確
である。

A
100％

A
100％

B
９７％

　企画会議・学年主任会
議を月歴に位置付け開催
している。教員アンケート
「課題を共通理解しその
方策を実践している」ABの
割合９７％。会議等が有効
に働き、成果が上がってい
るが、共通理解したことが
実践面につながっていな
い場合がある。

学習の定着度を
確かめたり活用
する力を試した
りするテストを
行い学力の検証
を行う。

授業研究や研修
を通して日々の
授業改善を図
り、授業力を向
上させる。

　児童理解の会を月1回開催
し共通理解を図っている。6
月、１１月、２月にいじめアン
ケートを実施し早期発見早期
対応に努めている。不登校児
童についても組織的に対応し
ている。教員アンケート「全職
員で児童理解に努め、支援
員やカウンセラーとの連携の
もと対応を実践している」AB
の割合100％。
　避難訓練や安全点検を
計画的に実施している。
災害図上訓練等でも危機
管理意識を高めた。教員
アンケート「避難訓練や毎
月の安全点検を行い、危
機管理の意識の向上が見
られる」ABの割合100％。

　昨年度に引き続き、ごみ
の分別、ロールペーパー
の芯や牛乳パックの再利
用、電気の節約などに取り
組んでいる。教員アンケー
ト「環境に対する意識を持
ち、保全に努力している」
ABの割合100％。

A
100％

　学年ごとに教材研究を
行い授業研究を行ってい
る。教員アンケート「授業
改善を図る」ABの割合
100％。授業力向上チェッ
クシートでは毎月のふり返
りのもと重点項目を見直し
て、改善をめざして全員が
取り組んでいる。

　学び合う授業づくりに向けて
場や内容、形態を工夫してい
る。児童アンケート「友達の意
見を聞いたり自分の意見を
言ったりして、みんなで学び
合う授業にしようとがんばって
いる」ABの割合92.6％、教員
アンケート「児童がわかる喜
びや学ぶ楽しさを感じるような
手立てを工夫している」ABの
割合100％。

B
87％

計画的に，かつきめ細
かに課題を与えて点検
を行い，学力の定着を
図る。
 　【学びの指針７条】

学びの基礎基本
をもとに，児童
はわかる喜びや
学ぶ楽しさを感
じている。

紙・電気の節
約，アルミ缶回
収やごみの分別
に積極的に取り
組み，成果を上
げる。

A
96％

今年度つけたい学力で
ある「活用する力」の
具体化を図り、その検
証をはかる。
【学びの指針１～３
条】

A
100％

　「家庭学習たしかめ週
間」を行い、保護者に協力
を求めながら習慣化を
図っている。教員アンケー
ト92.2％、児童アンケート
90.7％、保護者アンケート
78％。

B
87％
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　組織作りに対する共通理
解と定着が感じられ、素晴
らしい。諸会合では目的や
テーマの共通理解を持ち、
有意義な会合に心がけて
ほしい。
　自己評価達成率１００％
とは言え、見逃しやすい箇
所は常にあるもの。特に児
童の姿については見逃し
やすいこともあり、より多く
の目で見ていただき、情報
交換できる場が必要だと思
う。

　組織的な学校運営を推
進するには、体制づくりと
教職員一人一人の意識が
鍵を握る。次年度も企画会
議や学年主任会議を計画
的に開催し、しっかりと共
通理解を図っていく。また、
一人一人が役割と責任を
自覚し実践へとつなげるよ
うに、主任を中心とした学
年会や部会運営の充実を
図り、活力のある学校運営
を進めていきたい。
　いじめ・不登校等におけ
る児童の対応については、
きめ細かな児童観察と早
期対応を心がけ、今後も教
職員間の共通理解を図り、
組織的に行われるように取
り組んでいきたい。
　危機管理やエコスクール
については、今年度の反
省をもとに児童への安全教
育や環境教育、避難訓
練、職員研修を計画的に
実施し、環境保護や職員
の危機管理意識がさらに
高まるように努めていきた
い。

　授業及び学力向上に向
けての取組への努力が強
く感じられる。研究の柱の
算数科で培われてきた学
習効果が、他の教科等の
学習場面にもどう生かされ
ているのか検証してほし
い。
　算数の取組はとても良
い。反面、子どもたちの「考
えを言葉にする力」が尐し
弱いように感じる。もう尐
し、子どもたちが自主的に
「考えをまとめて、きちんと
伝える」機会を授業の中で
作ってほしい。
　学力については昨年掲
げた目標点80%より成果指
標が上回り、先生方の努
力が実際に効いてきてい
る。今後は、90%以上を目
標に、今後の改善計画がう
まく進むように期待したい。
　保護者の家庭学習評価
を見る目が昨年より２ポイ
ントアップしたのは良い傾
向であるが、宿題等の量で
もう尐し机に向かう時間を
調整できないか。また、保
護者に「確かめ」を求める
のは難しいので、子ども自
身に「確かめ」の習慣をつ
ける工夫をお願いしたい。

　次年度も学校研究を核に
研究の重点を意識し、全て
の教員が研究授業を計画
的に実施できるようにす
る。
　授業力向上チェックシー
トを活用し、授業づくりや児
童の実態に応じて重点項
目を定め、焦点化すること
で成果につながるように改
善を図る。
　算数科を中心に児童の
学力向上は感じられるが、
さらに長文や複数の情報
を的確に読み取り、適切に
表現したり解決したりする
力を高めていきたい。その
ために、スキルタイムの計
画の吟味や国語科等他教
科の授業づくり研修などに
努めていきたい。
　家庭学習については、
「たしかめ週間」の成果や
課題を各家庭に広める方
法を工夫したり、音読カー
ドなど保護者の協力を必要
とする宿題をどの学年でも
工夫したりするなど関心を
高めてもらえるよう連携を
図っていく。
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〈積極的な生徒指導〉 【満足度指標】 学級集団に満足している児童の割合が

A：１００％

B：９０％以上

C：８０％以上

D：８０％未満

〈読書活動〉 【成果指標】 読書タイムが充実している

A：９０％以上

B：８０％以上

C：７０％以上

D：７０％未満

〈キャリア教育の推進〉 【成果指標】 活用を図り意欲的に学ぶ姿がある

A：９０％以上

B：８０％以上

C：７０％以上

D：７０％未満

〈健康教育・自己管理能力の育成〉 【成果指標】 成果があり意識の向上が見られる

A：９０％以上

B：８０％以上

C：７０％以上

D：７０％未満

〈体力づくり〉 【成果指標】 成果があり，積極参加がある

A：９０％以上

B：８０％以上

C：７０％以上

D：７０％未満

〈地域と児童の関係〉 【努力指標】 挨拶や関わりが向上している

A：９０％以上

B：８０％以上

C：７０％以上

D：７０％未満

〈情報発信〉 【努力指標】 保護者が理解している

A：９０％以上

B：８０％以上

C：７０％以上

D：７０％未満

行事の公開に努
め，学校だより
等の各種お便
り、懇談会・各
種会合、メール
等で情報を積極
的に発信する。

全校でスポチャレに取
り組み，基礎的な体力
の向上を図る。また，
体育的諸行事にも積極
的に関わる。

PTA活動を活性化させ、
家庭や地域と連携を図
りながら挨拶運動を行
い、つながりを広め
る。
　【学びの指針９条】

学校の教育方針や取
組、児童の様子をきめ
細かに保護者や地域に
知らせる工夫をする。

本に親しむ機会
が増え，学年相
当の内容の本を
読む児童が増え
る。

健康・安全・食育につ
いて，教科・特活と関
連づけて計画し，総合
的・系統的な指導を
行って効果を上げる。

スポチャレや体
育的諸行事に積
極的に関わる児
童が増える。

挨拶がしっかり
とでき，コミュ
ニケーションの
輪が広げられ
る。

自己管理能力に
成果があり、健
康的な生活を意
識できる児童が
増える。

読書タイムと読書活動
を充実させ、本に親し
み，豊かな感性を育
む。
　　【学びの指針８
条】

道徳の時間や総合的な
学習の時間、特別活動
を充実させ、郷土愛や
将来への夢を育む。
【学びの指針１０条】

いしかわ版道徳
教材やわたした
ちの道徳の活用
を図り、夢や希
望を持って学ぶ
児童が増える。

生徒指導の３機能を生
かした指導に努め、友
だちや先生と心のつな
がりあったあたたかい
人間関係づくりを行
う。

自己存在感が感
じられ、あたた
かな人間関係の
もとで学校生活
を送っている。

　養護教諭が健康指導を、栄
養教諭が食育を全学年に
行った。担任は教科や特活で
機会をとらえて健康教育を
行っている。教員アンケート
「児童の自己管理能力の向
上がみられる」ABの割合
100％、児童アンケート「健康
的な生活に気をつけている」
85.7％。

A
93％

  児童の生活委員や保護
者、教職員、見守り隊の方
による挨拶運動を今後も継
続していく。また、自分から
挨拶をしたり感謝の気持ち
を表したりできるように、学
年に応じた指導を行い、児
童主体の挨拶運動を企画
実行していきたい。
　学校やPTA活動に関心
を持ってもらえるように、
PTAと連携し家庭を啓発
し、懇談会の参加やホーム
ページ閲覧を呼びかける。
ネットトラブルについても、
保護者と連携し学習する
機会を持つ。教育方針や
児童の様子をきめ細かに
発信するとともに、保護者
や地域の声を聞き、学校運
営の改善に役立てたい。

　6月に2年生以上10月に
は全学年でQUを実施し、
児童理解に活かしている。
また児童理解シートを活
用して児童理解の会で共
通理解したり、効果的だっ
た支援の共有化を図った
りしている。教員アンケート
「あたたかい人間関係に
努めている」ABの合計
100％。

A
100％

　学期ごとに種目を決めて
スポチャレに体育や休み
時間を利用して取り組ん
だ。小体協の行事にも多く
の児童が参加した。児童
アンケート「スポチャレや
体育で進んで身体を動か
している」ABの割合
94.6％。

A
95％

　児童会やPTAの活動で挨
拶運動を行っている。教員ア
ンケート「挨拶や感謝の気持
ちを表すことができる」ABの
割合93.9％、児童アンケート
「挨拶やありがとうを言ってい
る」ABの割合92.4％、保護者
アンケート「気持のよい挨拶を
している」ABの割合72％。

B
86％

　「いつでもマイブック」を
合言葉に、図書館の利用
を増やすとともに読書タイ
ムを有効に活用している。
教員アンケートABの割合
85.7％、児童アンケートAB
の割合92.7％。
 1学期と2学期の一人あた
りの貸し出し平均冊数78．
3冊

B
89％

　道徳と総合を計画的に
実施し、道徳性を育んだ
り、地域の方から学び郷土
への関心を高めたりしてい
る。教員アンケート「積極
活用を試みている」ABの
割合78.3％、児童アン
ケート「よりよい自分になろ
うと努力している」ABの割
合88.5％。

③
　
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

④
　
健
や
か
な
体
の
育
成

⑤
　
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

　挨拶運動は、学校内で
は先生方の指導で、定着
してきたと喜んでいるが、ま
だ足りないので高学年主
体の挨拶運動を活性化さ
せてほしい。また、ＰＴＡや
地域の方と協力して、元気
な挨拶ができる子どもを育
成する活動が必要かもし
れない。グッドマナーキャ
ンペーンではＰＴＡ全体の
課題として取り組むことで、
挨拶力のアップや道徳心
の向上になればと思う。
　児童の地域での様子（行
動、挨拶等）については、
地域の方々との情報交換
が常に必要だと思う。
　地区別懇談会を各町内
ごとに開催しているのは素
晴らしく、地域環境も肌で
感じ取ってほしい。

　学級懇談会、ホームペー
ジ、お便り、地区別懇談会等
で情報を発信している。教員
アンケートABの割合100％、
保護者アンケート「教育目標
や教育方針を分かりやすく伝
えている」ABの割合85％、
ホームページを見たことのあ
る保護者63％。

A
93％

B
83％

　読書についての取組は、
教員・児童アンケートともよ
くなっている。ただ読んだ
冊数を増やしたり時間を気
にしたりするよりも、良い本
や忘れない本との出合い
を見つけてほしい。また、
高学年から低学年におス
スメの本を紹介する、読後
感想をタイムリーに効果的
に紹介するなどして強制で
はない形で本に触れる機
会が増えるとよい。
　道徳の授業の充実には
物足りなさを感じる。お互
いの授業交流や教材交換
等の工夫の積み重ねが望
まれる。
　地域の人たちを招いて道
徳カリキュラムに沿った話
をして頂いたり、様々な職
業の方を招いて話をして頂
いたり、実際に体験したり
などの、子どもたちが心か
ら納得できることをさせてあ
げてほしい。話を聞き放し
にしないで子どもたちの間
で検討する時間をとってほ
しい。

　次年度も児童理解の会を
充実させ、全職員の共通
理解のもと個に応じた対応
を図る。また、児童の主体
性を生かした活動を通し
て、居心地のよい学級・学
校づくりに努めていきた
い。
　家族読書の取組を工夫し
読書の大切さを家庭に発
信する。「いつでもマイブッ
ク」の浸透を図り、週末読
書や読書タイム、すきま時
間の活用を行うように、職
員の意識を向上させる。ま
た、利用図書が増えるよう
に関連本の学年貸し出し
のさらなる活用が図れるよ
う工夫し、国語の読む力に
つなげたい。
　道徳の校内研修を来年
度も行い、授業のスキル
アップを図るとともに、各教
科等の活動や学習におい
て、キャリア教育の視点を
共通理解して指導にあた
る。地域のゲストティー
チャーを招いた授業を次
年度も計画的に行い、自
己肯定感を高めたり、愛校

　児童の健康づくりに向け
て、向上が感じられる。養
護教諭・栄養教諭からの発
信。PTA活動との連携もあ
り、効果があったのではな
いか。

　スポチャレ等を通して、
骨折や重大事故につなが
らない体力づくりを大事に
していってほしい。目標を
与えるつもりで、小体協の
行事参加やチャレンジをど
んどん行ってほしいし、そ
れぞれの結果が、尐しでも
前年を超えるように指導し
ていってほしい。

　保健、家庭、特活の時間
等において、養護教諭や
栄養教諭と連携した指導を
指導計画に位置付け、充
実させたい。また、保護者
と協力して「早寝早起き朝
ごはん」運動を活性化し、
健康的な生活が送れるよう
に働きかける。
　次年度も学期ごとのスポ
チャレの取組や、自分のめ
あてに向けた各種競技会
参加や体育的諸行事参加
を呼びかけ、体力の向上を
図りたい。


